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(54)【発明の名称】 液晶表示素子

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  簡易な構造で光漏れを防止することができる
高性能で安価な液晶表示素子を提供する。
【解決手段】  マトリックス状に配置された複数の映像
信号配線６と走査信号配線２と、スイッチング素子に接
続された画素電極７と、画素電極と咬合して形成された
櫛形状の共通電極とを有するアレイ基板と、アレイ基板
に対向して配置された対向基板と、アレイ基板と対向基
板に挟持された液晶層を備え、画素電極と共通電極間
に、アレイ基板と対向基板に対して略平行な電界を発生
させることにより液晶分子の配列を変化させるアクティ
ブマトリックス型液晶表示素子であって、走査信号配線
に沿って隣接する画素間に配置された映像信号配線の下
層に位置する対向電極の幅が映像信号配線の幅より広
く、かつ隣接する画素において映像信号配線の下層に位
置する対向電極を共有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリックス状に配置された複数の映像
信号配線と走査信号配線と、
前記映像信号配線と前記走査信号配線の交差点に対応す
る少なくとも一つ以上のスイッチング素子と、
前記スイッチング素子に接続された画素電極と、
前記画素電極と咬合して形成された櫛形状の共通電極と
を有するアレイ基板と、
前記アレイ基板に対向して配置された対向基板と、
前記アレイ基板と前記対向基板に挟持された液晶層を備
え、
前記画素電極と前記共通電極間に、前記アレイ基板と前
記対向基板に対して略平行な電界を発生させることによ
り液晶分子の配列を変化させるアクティブマトリックス
型液晶表示素子であって、
前記走査信号配線に沿って隣接する画素間に配置された
前記映像信号配線の下層に位置する対向電極の幅が前記
映像信号配線の幅より広く、かつ隣接する画素において
前記映像信号配線の下層に位置する前記対向電極を共有
することを特徴とする液晶表示素子。
【請求項２】  請求項１記載の液晶表示素子を用いた液
晶表示装置を採用することを特徴とする情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、良好な表示性能を
有するとともに、製造コストが低いアクティブマトリッ
クス型液晶表示素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示素子は、フラットパネル
ディスプレイの基幹デバイスとして商品化や研究開発が
活発に行われている。特に、画像表示に代表される大容
量データの表示デバイスに適用するアプローチが活発で
あり、従来から良く用いられているＣＲＴ（Cathode Ra
y Tube）の代替品として、省電力化、軽量化、薄型化を
同時に実現することができるディスプレイに用いる素材
として最も注目されている。
【０００３】アクティブマトリックス方式の液晶表示素
子において、広く用いられている液晶の表示モードは、
ＴＮ（ツイステッドネマティック）モードである。これ
は、液晶に印加する電界の方向を基板界面にほぼ垂直な
方向とすることで動作する。一方、特開昭５６－９１２
７７号公報や特公昭６３－２１９０７号公報等において
は、液晶に印加する電界の方向を基板界面にほぼ平行な
方向とする方式、いわゆる横電界方式が開示されてい
る。
【０００４】図３は従来の液晶表示素子におけるアレイ
基板の平面図であり、図４は従来の液晶表示素子におけ
るアレイ基板の断面Ａ－Ａ’についての断面図である。
【０００５】図３及び図４に示すように、本実施の形態
にかかる横電界方式の液晶表示素子は、薄膜トランジス
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タ（Thin Film Transistor：以下「ＴＦＴ」という。）
からなるスイッチング素子と、画素電極７と、映像信号
配線６と、走査信号配線２と、共通信号配線３と、対向
電極４からなるマトリックス状の画像表示領域を有して
いる。また、外部駆動回路からの信号入力電極群を有し
たガラス基板１からなるアレイ基板ＡＲと、遮光層９、
色層１０、及びオーバーコート層１１を有する透明なガ
ラス基板１からなる対向基板ＣＦに、グラスファイバあ
るいは樹脂微粒子からなるスペーサ１２を設けた構成と
なっている。
【０００６】そして、画素電極７と色層１０とを対向さ
せて樹脂接着剤を用いて貼合わせ、スペーサ１２により
形成されている間隙に液晶組成物１３を充填することで
液晶表示素子を形成している。
【０００７】かかる構成の液晶表示素子においては、映
像信号配線６からスイッチング素子（ＴＦＴ）を介して
画素電極７に電圧を選択的に供給し、共通信号配線３か
ら対向電極４に供給された電圧によって横方向電界を得
て、かかる電界によって液晶分子をスイッチングする。
また、一画素を構成するＴＦＴに接続された画素電極７
は櫛形状に配置するものとし、画素電極７と咬合するよ
うに対向電極４を配置している。
【０００８】以上のように構成された液晶表示素子は、
原理的に優れた視野角特性を実現することが可能であ
る。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たような従来の液晶表示素子では以下に示すような問題
点が生じている。まず、走査信号配線２沿いに隣り合う
画素間に位置する映像信号配線６とこれを挟む対向電極
４との間にも横電界が発生してしまうことから、液晶分
子の配向が乱れやすく、図４に示す光源と観測者の関係
のように、斜めからの視野角で表示画面を見ようとする
場合に遮光層９の横から光が透過してしまい、所定の視
野角以上からは表示画面を明確に認識することができな
いという現象が生じ、光漏れによる表示品位の低下が発
生するとともに、液晶表示素子の視野角をも低下させて
しまうという問題点が生じている。
【００１０】また、かかる光漏れを防ぐために、遮光層
９の幅を広くすることも考えられるが、画素の開口率が
低下、すなわち液晶表示素子の透過率が低下してしまう
ことから、高輝度を要求される液晶モニタ用途の製品に
おいてはバックライトの輝度を上げることが必要とな
る。したがって、消費電力の増大や製造コスト上昇の原
因となってしまうという新たな問題点が生じる結果とな
ってしまう。
【００１１】本発明は、上述したような問題点を解消す
るべく、簡易な構造で光漏れを防止することができる高
性能で安価な液晶表示素子を提供することを目的とす
る。
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【００１２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明にかかる液晶表示素子は、マトリックス状に配
置された複数の映像信号配線と走査信号配線と、映像信
号配線と走査信号配線の交差点に対応する少なくとも一
つ以上のスイッチング素子と、スイッチング素子に接続
された画素電極と、画素電極と咬合して形成された櫛形
状の共通電極とを有するアレイ基板と、アレイ基板に対
向して配置された対向基板と、アレイ基板と対向基板に
挟持された液晶層を備え、画素電極と共通電極間に、ア
レイ基板と対向基板に対して略平行な電界を発生させる
ことにより液晶分子の配列を変化させるアクティブマト
リックス型液晶表示装置であって、走査信号配線に沿っ
て隣接する画素間に配置された映像信号配線の下層に位
置する対向電極の幅が映像信号配線の幅より広く、かつ
隣接する画素において映像信号配線の下層に位置する対
向電極を共有することを特徴とする。
【００１３】かかる構成により、斜め視野角の場合であ
っても遮光層の横からの光漏れが生じることがなく、斜
めから見た場合であっても表示品質の高い液晶表示素子
を提供することが可能となる。また、遮光層の幅を拡大
する必要が無くなることから、バックライトの輝度を高
める必要が無くなり、従来と同様の製造コストで表示品
質を高めることが可能となる。
【００１４】次に、上記目的を達成するために本発明に
かかる情報処理装置は、上述した液晶表示素子を用いた
液晶表示装置を採用することを特徴とする。かかる構成
により、斜め視野角の場合であっても遮光層の横からの
光漏れが生じることがなく、斜めから見た場合であって
も表示品質の高い液晶表示素子を提供することができる
とともに、遮光層の幅を拡大する必要が無くなることか
ら、バックライトの輝度を高める必要が無くなり、従来
と同様の製造コストで表示品質を高めることができる情
報処理装置を実現することが可能となる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態にかか
る液晶表示素子について、図面を参照しながら説明す
る。図１は本発明の実施の形態にかかる液晶表示素子に
用いた主要構成部材であるアレイ基板の一部を示す部分
拡大平面図である。また、図２は図１に示すアレイ基板
における断面Ｂ－Ｂ’についての断面図である。
【００１６】本発明の実施の形態にかかる液晶表示素子
は、０．７ｍｍ厚のガラスからなる絶縁基板１上に、ス
パッタにてアルミニウム２００ｎｍを成膜し、フォトリ
ソグラフィー法を用いることで、図１に示す形状に走査
信号配線２と、共通信号配線３と、共通信号配線３と電
気的に接続した対向電極４を形成している。従来の構成
と相違しているのは対向電極４の構成である。すなわ
ち、本実施の形態において対向電極４は、後工程におい
て形成される映像信号配線６の下層に位置するものにつ
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いては幅を２２ミクロンと比較的広くし、映像信号配線
６の幅よりも広くすることで、走査信号配線２に沿って
隣接する画素について対向電極４を共有する構成として
いる。これ以外の対向電極４、すなわち画素内に配置さ
れている対向電極４の幅は従来の構成と同様、６ミクロ
ンとしている。いずれの対向電極４についても、上下の
走査信号配線２と短絡しないように、それぞれ１０ミク
ロンの平面的空間を設けている。
【００１７】次に、これらの上層に、スパッタにて成膜
した酸化タンタル膜５０ｎｍとプラズマＣＶＤで生成し
た膜厚３５０ｎｍの窒化珪素の２層構造からなるゲート
絶縁膜５と、膜厚５０ｎｍのアモルファス珪素からなる
半導体層と、膜厚１００ｎｍの窒化珪素膜からなる半導
体保護膜とを、プラズマＣＶＤで積層する。そして、半
導体保護膜をフォトリソグラフィー法にて島状に形成す
る。
【００１８】この後、膜厚５０ｎｍからなるリンを含有
したアモルファス珪素をプラズマＣＶＤを用いて成膜
し、さらに、この上層に、スパッタにて膜厚１５０ｎｍ
のアルミニウム層と膜厚５０ｎｍのチタン層の２層を連
続して成膜し、図１に示す形状に、フォトリソグラフィ
ー法を用いることで、映像信号配線６と画素電極７とを
形成する。
【００１９】この時点で、スイッチング素子として半導
体保護膜付きアモルファスシリコン薄膜トランジスタ素
子（図１におけるＴＦＴ）が形成される。つまり、画素
電極へは、ＴＦＴを介して映像信号配線６の電圧を選択
的に印加することができる。
【００２０】また、画素電極は対向電極４と向かい合
い、すなわち映像信号配線６と平行になる方向であり、
かつ走査信号配線２と垂直になる方向に配置されてい
る。なお、映像信号配線６と画素電極の線幅はそれぞれ
６ミクロンとしている。
【００２１】最後に、これの上層に、プラズマＣＶＤを
用いて、窒化珪素で膜厚３６０ｎｍからなる保護絶縁膜
８を成膜し、駆動用ＬＳＩを接続する電極をフォトリソ
グラフィー法にて形成することで、アレイ基板ＡＲを作
成している。ここで、補助容量は共通信号配線３と画素
電極と電気的に接続された電極とゲート絶縁膜から形成
することになる。
【００２２】一方、酸化チタンを顔料とし、これを分散
したレジストで遮光層９を形成し、赤、緑、青のそれぞ
れの顔料を分散させたレジストからなる色層１０を画素
ピッチにあわせ、周期的に配置し、その上層にこれらを
平坦化させるためにアクリルからなるオーバーコート層
１１を塗布した透明なガラス基板１でカラーフィルタを
作成し、対向基板ＣＦとしている。これらアレイ基板Ａ
Ｒと対向基板ＣＦの間に、グラスファイバあるいは樹脂
微粒子からなるスペーサ１２を設け、アレイ基板ＡＲの
画素電極面と対向基板ＣＦの色層面を向かい合わせるよ
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うに樹脂接着剤にて貼合わせ、スペーサにより形成され
た間隙に液晶組成物１３を充填する。両基板を貼り合わ
せるときの構成部材、工法については従来と同じであ
る。この組み合わされた基板の外側に偏光板を貼り付け
て液晶表示素子を形成することになる。以上のように構
成された液晶表示素子の動作自体は従来の構成と同様で
ある。
【００２３】以上のように走査信号配線沿いに隣り合う
画素間に位置する映像信号配線を挟む対向電極が前記映
像信号配線の幅より広い幅をもち、かつ隣り合う２つの
画素が対向電極の一部を共有する構成とすることによっ
て、図２に示すように斜め視野角からの入射光が対向電
極４によって反射されることから、遮光層９の横から入
射光が漏れ出ることがなく、光漏れによる表示不良を改
善することが可能となる。また、遮光層９の幅を変える
必要も無くなることから、開口率を低下させることなく
表示輝度を保持することが可能となる。
【００２４】なお、本実施の形態において、補助容量を
共通信号配線との間に形成しているが、前段の走査信号
配線の電極配線上に容量を配置してもよい。また、映像
信号配線や画素電極の材料にアルミニウム又はチタンを
用いているが、特にこれに限定されるものではない。
【００２５】また、本実施の形態では、スイッチング素
子としてアモルファスシリコン薄膜トランジスタ素子を
用いているが、特にこれに限定されるものではなく、ポ
リシリコン薄膜トランジスタ素子、シリコンウエハから
転写されたＭＯＳトランジスタ素子、あるいは反射型表
示装置の場合にはシリコンウエハ上のＭＯＳトランジス
タであっても良い。
【００２６】さらに、絶縁膜を窒化珪素膜としている
が、特にこれに限定されるものではなく、酸化珪素や樹
脂であっても良い。 *
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*【００２７】
【発明の効果】以上のように本発明にかかる液晶表示素
子によれば、斜め視野角からの光漏れによる表示不良を
改善し、高品位な液晶表素子を実現することができる。
また、光漏れ対策として対向基板の遮光層の幅を広くす
る必要がなく、開口率低下によるバックライトの消費電
力の増加、または、バックライトのコストアップを防
げ、安価な液晶表示素子を実現することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態にかかる液晶表示素子に
おけるアレイ平面図
【図２】  本発明の実施の形態にかかる液晶表示素子の
断面図
【図３】  従来の液晶表示素子に用いられる一般的なア
レイ基板の平面図
【図４】  従来の液晶表示素子の断面図
【符号の説明】
１  ガラス基板
２  走査信号配線
３  共通信号配線
４  対向電極
５  ゲート絶縁膜
６  映像信号配線
７  画素電極
８  保護絶縁膜
９  遮光層
１０  色層
１１  オーバーコート層
１２  スペーサ
１３  液晶組成物
ＡＲ  アレイ基板
ＣＦ  対向基板

【図２】
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